
 

 

 

 

１ 主題設定の理由 

  Society5.0に向けて社会が大きく変わろうと 

している中、予測困難な社会への対応やウェル 

ビーイングの理念の実現が求められている。                 

  本市においてもこれからの社会に対応できる

持続可能な社会の担い手として、たくましく未

来を切り拓く資質・能力を備えた児童生徒の育

成を図らなければならない。そのためには子ど

もの発達段階に合わせた課題を与え、乗り越え

させることによって主体的に学習に取り組む

｢学びに向かう力｣を高めたり、より良い生活や

人間関係を形成するための｢人間性｣を身に付け

させたりしていくことが必要である。 

そこで小学校から中学校への発達の段階的な

過程をふまえた適切な支援を行っていくことで、

子どもの学力や生活の質が向上していくことを

ねらいとし、本主題を設定した。 

２ 研究のねらい 

教頭として、発達段階に応じた学力向上や生

活習慣の改善に向けて、教職員や家庭、地域の

方々に対し、どのようなアプローチができるか、

各校の取組や各校区における方策についてまと

める。方策を全体で共有することにより、共通

の視点となるものを見いだし、小中連携しなが

ら実践へとつなげていくことをねらいとする。 

３ 研究の概要と成果 

（１）研究内容 

 子どもの発達に関する課題点についての 

各校区における方策をまとめ、実践へとつな 

げる。 

（２）研究の実際 

  ① アンケートにより本年度の研究で取り組

みたい内容について明らかにした。 

ア 確かな学力の確実な定着に関わること 

 

 

 

 

 

イ 児童生徒の健康・体力の増進に関わること 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 生き抜く力やこれから求められる資質・

能力の育成に関わること 

 

 

 

 

  エ 児童生徒の発達を支える教育課題に関わ

ること 

 

 

 

 

    

 

 

上記の研究内容から、特に喫緊の課題と考

えられる内容へ絞り込み、地域や関係機関と

の連携や校内の組織体制をもとに、具体策に

ついて協議し、今後の対応策としてまとめた。 

グループ協議ではおおよその学校規模に応

じて中学校区ごとにＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４班を編

制した。 

 ４ 本年度の研究計画 

第１回 本年度の研修の概要 

第２回 学校財務マネジメント 

第３回 

 

ＩＣＴを効果的に活用した授

業改善への取組 

第４回 

 

家庭教育力の向上や家庭学習

の充実に関する取組 

 

第５回 

子どもと向き合う時間を確保

するための教育課程の編成・業

務内容の効率化 

 

第６回 

 

ＳＣや関係機関と連携した困

難を抱える多様な児童生徒へ

の組織的な対応 

第７回 研究のまとめ 

 ※ 第６回と第７回の内容は本まとめには含

まれない。 

 ※ 学校の金銭関係の管理全般における体制

や方法について喫緊の課題であると捉え、

第２回目は事務職員と合同で財務マネジメ

ント研修を実施した。 

 第２分科会 研究課題「子供の発達に関する課題」 

  研究主題 「児童生徒の主体性を育む小中連携のあり方」 

       ～地域や関係機関との連携と校内指導・支援体制の確立を目指して～ 
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・ ＩＣＴを効果的に活用した授業改善 

への取組 

・ 家庭教育力の向上や家庭学習の充実 

に関わる取組 

・ スクールカウンセラーや関係機関 

と連携した不登校児童生徒への組織

的な対応 

・ 情報モラル、ネットリテラシー、 

メディアリテラシーに関する教育

の充実 

・ 困難を抱える多様な児童生徒の対 

応と校内体制、指導のあり方 

・ 特別支援教育やインクルーシブ教 

育システムの充実 

・ 教師の授業研究や児童・生徒と向 

き合う時間の確保 



５ 内容の考察と今後の方策 

 ア 第３回「ＩＣＴを効果的に活用した授業

改善の取組のための方策」 

   グループ協議の中ではＩＣＴやＡＩの活

用について、校務や授業の改善に向けた方

策について協議を行った。生成ＡＩの活用

という未知ともいえる分野についても今後

の可能性を見据えて意見を出し合うことが

でき、様々なＡＩソフトについても共有で

きた。 

・ ＩＣＴ機器を用いた教師の活用能力に

ついて差が見られる。SKYMENU や TEAMS な

どのアプリを年齢層に問わずに活用でき

るようにする。 

・  若手の教員を中心に SKYMENU が活用さ 

れている。AI ドリルや AI テストの活用 

も前向きに検討する。 

・ ＩＣＴ委員会の設置や任意のＩＣＴ活

用研修を行う。 

・ 校務ＤＸに伴いペーパーレス化を推進

する。 

・ 安全点検や行事反省、出欠連絡、健康チ

ェックなどに formsを活用する。 

・ Google チャットやカレンダーを活用し、

予定の共有を行う。 

＜生成ＡＩについて＞ 

・ 生徒が ChatGPT を活用していくために 

は校正をしたり、より具体的な回答   

を引き出すために命令文として何をキー

ワードにするかを学ばなければならない。 

・ 便利ではあるが、活用に際しての表と 

裏の部分を理解して使わせる必要がある。 

イ 第４回「家庭教育力の向上や家庭学習の充 

実に関わる取組」 

   「家庭教育力の向上」、「家庭学習の充実」

のあり方を検討した。保護者の理解と協力

が必要な分野であり、学校の取組に比例し

て成果が明確に出るものでもなく、どの学

校でも方策に苦慮している状況である。家

庭学習についてもタブレットＰＣやＡＩの

活用、学力テストの「ＣＢＴ方式」の導入な

ど、従来の方法からの変化に対応する必要

性についても確認した。 

 ・ 家庭に対してノーメディアデーやメディ

アコントロール週間を実施する。 

 ・ キャリア教育の充実やキャリアサポート

センターを活用する。 

 ・ 地域間で家庭へのきまりごとを統一する。 

・ 経営ビジョンに沿った学校便りや学級通

信を発行する。 

 ・ 家庭で睡眠を十分に取らせることも重要。 

・ ＣＢＴ方式に対応するためにタブレット

操作のスキルを向上させる。 

・ 個への対応にはデジタルドリルの活用が

有効だが、学習内容の定着という点では課

題があるため、従来のやり方と併用して行

う。 

ウ 第５回「子どもと向き合う時間を確保する

ための教育課程の編成・業務内容の効率  

化」 

  グループ協議の中では「各学校における教

育課程編成の見直しについて」及び「業務内

容の見直しや効率化について」の２つの視点

から取り組む内容の共有を行った。 

・ 予備時数を減らす、午前中５時間授業で、

８時１５分からは授業が始められるように

するなどタイムマネジメントを行う。 

 ・ 週２９コマを２８コマに変えたり、休憩

時間の分割をするなど時間の有効活用を行    

う。 

 ・ 学校の開錠を７時５０分以降にし、朝の

会は５分に短縮する。  

  ・ 職員研修はテーマをそろえて個人研究を 

行う。 

  ・ 朝自習カットをし、職朝は月曜に行う。 

 ・ 行事では新任職員と２年目以上の職員と

の視点が違うため、その都度見直しを行 

い、効率的な融合を図る。 

  ・ ＴＥＡＭＳやＰＤＦを活用して職員会の

資料をあげる。 

 ・ Ｃ４ｔｈの集計機能を使って行事反省を

まとめる。 

  ・ ＱＲコードを用いた保護者アンケートを

実施する。 

６ 成果と課題 

 ○ 子どもの発達に関する課題を多面的・多

角的な方向から捉え、小中連携を基盤とし

て話し合いを行うことにより、それぞれの

学校区の実態に応じた教頭の役割について

全体で共有することができた。 

 ○ ＩＣＴの活用や教育課程の見直しなど、

各学校の実態に置き換えながら実践へとつ

なげることができた。 

 ● 要因や背景が多様化・複雑化している不

登校への対応について、関係機関と連携し

ながら家庭にどうアプローチしていくか、

市内の学校で情報を共有しながら研究を深

めていきたい。 


